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高圧水銀灯利用による桑害虫の発生予察について

安田　壮乎・佐藤　敏夫・桑原　雅彦

（農林査読東北支場）

1　ま　え　が　き

桑の害虫は種煩がたいへん多いが，鱗趨目，開麹目，

稔麹日などが大部分を占め，そのうちとくに加害が問

題となるものは約50種ほどである。加害の程度もさ

まざまであるが．これらの生態．とりわけ発生生態を

知ることは効率的な防除を行ううえで非常に重要であ

る。

各種昆虫の発生消長を調査する方法にはいろいろあ

るが，昆虫の走光性を利用した誘殺灯による方法が最

も普通に用いられている。著者らは主要桑害虫（走光

性昆虫）の発生予察技術を樹立するための一環として，

高圧水銀灯を利用した害虫の季節的発生消長（発生時

軌発生量等）について詞盃を実施しているが，これま

での成績の概要について報告する。

2　試　験　方　法

当支場の桑園内に10DWの高圧水銀灯（普通作物病

害虫発生予察事業に準じた乾式構造，高さ地上145（Ⅶ）

第1表　主要な桑害虫の誘殺結果（1968～1971）

を設置し．誘殺虫について誘殺期間，世代別の50痴

誘殺日，誘殺致，性比等について調査した。なお，光

源については著者ら（，88）が予察灯の光源として，高

圧水銀灯の桑害虫に対する高い利用性を認めている。

調査期間は4月1日から10月51日まで毎月実施し

た。そして，桑害虫の発生時期を気象条件（とくに気

温）から推定することの可否を，各世代における50多

読殺目について，4月1日を起算日とした累積平均温

度の理論により検討した。

5　試験結果および考察

主要な桑害虫の誘殺結果および各世代における50帝

活殺日までの累槙平均温度は第1表および第1回（A，

B，C）に示した。

誘殺虫数は年により多少の変動はあるが，概して年

ごとに減少の憤向を示しているのに対し，ヨコバイ煩

（ヒシモンヨコ′くィ，ヒシモンモドキ）は増加の傾向

を示しており，気象条件や栽培法などを含めた環境条

件について検討中である。

　　　　 項　 目

種 煩
誘　 殺　 期　 間 誘 殺 虫 数 性 比 （8 ／ ？ ）

5 0 痴 飛 来 日 ま で の

累 積 平 均 温 度 ＊

ヒ ト リ ガ 科

カ クモ ／ヒ トリ

キハ ラゴマ ダラ ヒ トリ

クワゴマダラ ヒ トリ

オ ビ ヒ ト リ

ア メ リカシ ロヒ トリ

年 次 第 1 世 代 第 2 世 代 第 1世 代 第 2 世 代 第 1 世 代 第 2 世 代 第 1 世 代 第 2 世 代

I‘8

月・日 月・日

ム 2～ 8．1 5

月・日 月・日

8．1 2～ 鼠 1 5 1 5 8 4 2．7 6．8

日 産

9 9 貸8

　 日 度

2．9 7 0．8

ld 9 5．2 8 ～ 6．2 0 8．1 7 ～ 貸 2 2 5 2 5 0 5．5 鼠 0 9 5 4．7 2，7 4 ヱ5

17 0 占． 5～ 6．1 7 8．2 5～ R　 l 5 8 1 2 5．5 1 1．0 9 8 ス5 2．7 7 0．5

ワ 1 8． 8～ 6．1 8 8．2 6～ R 1 2 d 1 5 ＊＊ ＊＊ 1．0 9 2，2 2，9 7 8．7

ld 8 4．1 8 ～ 8．2 9 7　 2～ R 2 5 2 1 2 2，2 5 （～ 2 5．5 1 6．4 7 1 R d 2．8 7 5．5

，8 9 4．2 5′－ノ6．2 5 7　 1～ 鼠 1 7 9 8 1，5 7 8 7 9 1 0．d 9 5 4．7 2．4 8 1．2

り 0 4．2 9～ 7　 5 7　 7・一見　 8 9 0 7 4 9 1 0．2 1 0．0 8 8 4 ．8 2，4 8 9 8

ワ 1 5． 5～ 8．2 4 7　 5～ 鼠 2 0 5 0 5 5 5 2 9 0 1 1．5 9 1 8．8 2，4 0 0．5

Id 8 8．1 ～ 鼠9 9 9 8 1 4 1．5 2 d D d．5

，d 9 8．8 ～ 9 9 5 8 1 9 2．5 2 8 5 1．5

7 0 8．5 ～ 9 4 4 8 2 4 8 1．0 2 d 9 5．0

7 1 8 ．8 ′・〉 ♀ 1 1 1 9 7 ＊ ＊ 2 5 9 5．9

Id 8 5．5 0～ 7　 8 7 5 0～ 9 1 2 4 5 1 8 8 1．8 5．2 1，2 9 d 4 2，5 5 6．D

，8 9 5．1 8 ～ 6．5 0 7 2 8～ 鼠 1 0 1 9 1 0 5 0．9 2．9 1，1 4 2．1 2．4 0 8 ．9

I7 0 5．2 8～ ス 1 5 7 5 1～ 鼠　 7 1 7 1 1 2 0．4 4．8 1．2 1 0．5 2，5 5 5．0

7 1 6． 8～ ス　 8 ス2 7～ 鼠 1 5 2 5 1 2 5 1．0 5．4 1．2 0 2．0 2．4 5 1．5

●8 9 5．1 1～ 8．1 8 7 5 1～ 8． 9 1 4 2 0 ＊ ＊ 鼠 0 7 0 8．5 2．1 5 9 5

ワ 0 5．2 5～ 6．1 2 7 2 4～ 8． 5 1 9 1 9 8．5 ＊＊ 7 2 5 ．2 2．0 2 5．9

ワ 1 5．2 7～ 6．1 7 7 2 （～～ 8．1 8 5 0 2 7 9 0 8．0 9 1 占．8 2．1 7 5．7
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第1表　つづき

　　　　 項　 目

種 類
誘　 殺　 期　 間 誘 殺 虫 数 性 比 （8 ／ ？）

嘉 深 悪 賢 霹

ドク ガ科

モソシP ドクガ

年 次 第 1 世 代 第 2 世 代 第 1世代 第 2 世代 第 1世代 第 2 世 代 第 1 世 代 第 2 世 代

も 8 8．1 9－ 7 5 0 8．1 8～ 貸2 8 5 9 5 5 5 5，5 占．2 1，7 8 °．5 2．9 9 5．2

ld 9 8．1 8～ ス2 2 8． 8～ 9 2 5 7 2 0 7 1．5 6．9 1，9 5 ス4 5．0 1 2．0

ワ 0 6．2 5 ～ 8．1 0 8．2 5～ 鼠2 4 2 8 7 0 1．0 2．° 1，9 7 2．0 5，0 4 °．5

I7 1 8．2 2～ ス2 9 8．2 5～ 鼠2 7 2 1 1 1 4 1．1 5．7 1．8 8 8．0 5．0 4 鼠2

ヨ コバ イ 科 ●8 9
ー

8．1 2～ 9 2 8 －
2 4 5

－
5．5 － 5，1 5 5．4

ヒシモンヨコ′くイ

ヒシモンモ ドキ

ワ 0 ‘．1 2 ～ 7 2 8 8． 2～ R 2 9 1 0 9 2 0 2 占．2 2．9 1，8 5 5．4 2，5 8 5．4

17 1 ス　 4～ 8．1 8 8．2 0～ 鼠2 8 4 0 4 1 1 5 5．2 1 5．4 1，8 0 4．5 2．7 7 2．2

I7 0 ス　 1～ 7 5 1 8．1 4～ 鼠2 5 5 5 7 4 4．5 6．4 1，5 7 8．5 2．9 5 1．0

り 1 8．2 8～ 7 1 8 8．1 2 ～ 9 2 ° 2 0 5 2 8 5．0 2 2．2 1，7 0 8．0 5．2 〔ほ 5

ェダシャク科

ヨモギェダシャク

シマ トビキユダシャク

∫6 8 5．1 8 ～ 7 1 2 7 1 8・）R 2 8 1 5 8 5 8 8 1 5．1 1 5．5 1，0 4 4．2 2，4 1 2．9

Id 9 5．1 7 ～ ス1 2 ヱ2 5～ 鼠 1 8 8 7 2 4 0 2 1，5 1 占．1 1，2 d Z 2 2，4 8 5．8

ワ 0 5．2 0～ 7 2 1 エ2 8・〉9　 9 7 （i 1 5 8 ヱ4 2 6．5 1．2 5 1．5 2．5 4 5．0

り 1 占． 5～ 7　 1 7 1 2～ 鼠　 7 1 8 1 9 2 1 5．0 9 1 1，1 1 5．1 2．5 0 4．2

’8 8 占．1 2～ ス1 1 8． 5 ～ 父2 d 4 5 2 1 5 8．5 1 °．7 1，2 1 1，0 2．°9 5．4

■8 9 占．1 8 ～ ヱ　 1 8．1 0～ 父　 7 2 4 9 9 1 1，0 4 8．5 1，2 4 占．占 2，7 4 ス5

■7 0 d．1 1～ 7 1 1 8．1 2～ 見　 る 2 4 1 1 0 7 0 ＊＊ 1，2 5 5．4 2．7 7 0．5

●7 1 占．1 5一・一7　 8 8．1 0～ 鼠2 5 8 d d ＊＊ 8 5．0 1，2 8 7 5 2．7 4 4．d

ヤ　 ガ 科 ワ 0 占． 2～ 7　 9 8．4～ 1 0．1 1 4 5 1 9 °4 8．8 5．5 1，0 4 8．5 5．0 4 （～．5

シP モソヤガ 17 1 5．1 0～ 7 1 0 8．9 ～ 1 0．1 5 2 1 云 1，0 5 4 5．4 5．0 9 5 8．1 2，9 7 4．9

メイ ガ科

ク ワ ノ メ イ ガ

●d 8 5．5 0～ 7　 2 8．2～ 1 0． 8 5 8 2 5 4 5．8 8．9 9 5 ヱ2 5．O d A 9

，d 9 5．2 9へ・8．2 7 8， 1～ 9 2 5 1 7 2 2

8

4 1

1 8．0 2 1．0 1，0 0 0．8 5．0 0 1．2

I7 D 5．5 1～ 8．2 1 8． 8～ 9 2 8 6

7

5．0 5．0 9 8 7 5 5．0 9 5．4

ワ 1 8． 8 － 6．2 2 8． 7へ戊 2 7 ＊＊ 5．1 1，0 5 5．1 5，1 4 5．0

＊1日の平均温度は自記温度記録計による午前9・10・12時，午後2・d・10時の平均値

＊＊　雌の飛来なし

各世代における50多誘殺日の推定の可否について，

虫体に対し生理的に有効に作用し始める期日が全く不

明であるため，便宜的に4月1日を起算日とした累培

平均温度の理論を用いて検討すると，ヒトリガ料，ド

クガ机　メイガ科，シャクガ科およびヤガ科昆虫の大

方について，発生時期の予測がほぼ可能であるように

思われた。とくに，年1回発生する昆虫（クワゴマダ

ラヒトリ等）では，年2回発生するそれらに比較して

発生変動が概して小さく，予察は比較的容易であるよ

うに思われる。しかし，ヨコバイ現は年間における発

生塑（誘殺期間，発生盛期など）や発生量の変動が非

常に大きく，環境条件（低温，降雨，風など）の強い

影響を受けていることが推察され，誘殺灯を利用した

発生時期の予測はかなり困難であろう。

また，誘殺虫の性比は雌の飛来が非常に少ないクワ

ゴマダラヒトリ，ヨモギェダシャク，ツマトビキェダ

シャクや，かなり多いオビヒトリ，モ／シPドクガな

どさまざまで，カクモンヒトリ，オビヒトリ，モノシ

ロドクガなどでは第2世代に比べて第1世代における

雌の比率が明らかに高い傾向が認められたが，いずれ

の種においても雄の比率が圧倒的に高く，雌雄の走光

性や活動性には大きな差が認められ，雌成虫に対する

感応性その他の点から，的確に種の消長を知るために

は，予察灯として光源だけに依存しない，より効率的

な新しい方法を検討する間借が残されているようであ

る。
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誘
　
殺
　
虫
　
数

誘
　
殺
　
虫
　
数

第　1世　代

目度
6月23日（’68）＝1，211．0

6．22（’69）＝1，246．6

6．24（’70）＝1，253．0

6．26（’71）＝1．287．3

第　2　世　代

8月25日（●68）

8．26（’69）

8．27（’70）

8．25（’71）

＝2，747．5

＝2，770．5

＝2．744．6

日　10　20　30　10　20　30　10　20　30　10　20　30

月　　　　　6　　　　　　　7　　　　　　　8　　　　　　　9

第1回A　累積誘殺数と50痴飛来日までの
累積平均温度

U l0　20　30　10　20　30　10　20　30　10　20

月　　　　6　　　　　　7　　　　　　8　　　　　9

第1図8　累積誘殺数と50帝飛乗日までの

累積平均温度

月　　　　6 7　　　　　　　　8　　　　　　　9

第1図C　累積誘殺数と50痴飛来日までの
累積平均温度

4　摘　　　　　要

高圧水銀灯を用いて，主要な桑害虫の季節的発生消

長を調査した。

1　ヨコパイ掛昆虫を除き，大方の昆虫の誘殺数は

年々減少の傾向を示した。

2　予察灯による桑害虫（走光性昆虫）の発生時期

の予測は，ヨコパイ料昆虫を除き大方の種が可能であ

ると思われる。

5　誘殺虫は大部分が雄で，雌雄間の走光性や活動

性には著しい差が認められた。

東北地域におけるクワシロカイガラムシの天敵こん虫について

安田　壮乎・森谷　克子

（農林蚕試東北支場）

1　ま　え　が　き

クワシPカイガラムシの天敵利用を中心とした防除

新技術の開発に資するため，1971年度は東北地域に生

息する天敵こん虫の発生生態を調べた。その結果，天

敵こん虫の種煩，生息密度，発生時期等について若干

の新知見を得たのでその概要を報告する。




